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■介護サービス利用者数（１カ月平均）
　　　　　　　と給付費（１カ月平均１人当たり）

　給　付　費 1,463人 190,880円
在宅サービス費    918人 96,606円
施設サービス費 545人 342,748円

1,604人 176,081円
1,067人   94,200円
   537人 331,935円

�第１号被保険者数
　　　　　　　（65歳以上）

11,228人
�要支援・要介護認定者数
　（第２号被保険者を含む）

2,203人（19.6％）
　＊平成12年度（平成13年３
　　月末）…1,648人

1,946,157,129
650,323,676 888,105,046

2,159,193,224

2,627,703,060 3,086,696,297

27,530,930
3,691,325 4,678,202

34,719,825

施設サービス

在宅サービス

高額サービス

審査支払い手数料

　　合　計

平成12年度 平成13年度

1,206,132,7041,064,212,094

2,138,988,2582,241,569,251

3,389,202,2903,351,096,771

4,788,3124,212,863

39,293,01641,102,563

平成15年度平成14年度

平成15年度
　（平成16年3月末）

※お問い合わせは、保健課高齢者介護保険係（�８８０－６５５６）まで

　介護保険は、保険給付費の約18％を65歳以上の
方からの保険料で賄うことになっています。その
ため、保険給付費が増えると保険料も上がること
になります。
　市でも基準額において、第１期（平成12～14年
度）の3,361円から第２期（平成15～17年度）では
4,500円に急騰しましたが、これは保険料が低い
他市町村に比べ、市に介護サービス提供事業所が
多く、サービスも利用しやすいことを示していま
す。実際に、平成15年度の利用者は平成14年度か
ら１割近く増加しています。

　介護保険は、自立した毎日を送るための身近な
制度として活用されていますが、このまま保険給
付費が増大すると、それに伴い保険料も高くなっ
てしまいます。
　市では、保険料の適正化に向けてこれまでの給
付実績を検証して、効果のないサービスや必要以
上のサービスを取り除き、皆さんの元気な体づく
りを進めることで、少しでも保険料を低くしてい
こうと考えています。
　いざ必要なときに安心してサービスが受けられ
るためにも、介護保険料は必ずお納めください。

保険料が高いのはどうして？ これからの保険料は？

【認定者の内訳】【認定者の内訳】
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（単位：円）

平成14年度 平成15年度
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※お問い合わせは、
　住宅課建築係（�８８０－６５５８）まで

　市では、平成15年度より、近い将来発生が予想
されている南海地震対策として、木造住宅耐震診
断調査（昭和56年以前の住宅を対象に105戸）を実
施しました。
　平成16年度も引き続き診断調査を行っています
ので、診断調査をご希望の住宅所有者の方はお問
い合わせください。

　住宅課では「木造住宅地震対策相談窓口」を開
設しています。木造住宅の耐震診断調査や耐震補
強、改修などについて相談を受け付けています。
お気軽にご相談ください。

　安全・安心のまちづくりを目的として、自主防
災組織の「地域住民による住宅防災対策・まちづ
くり」など、住民の自主的な運営による活動を進
めるための組織育成や活動支援する、アドバイザ
ー派遣事業を平成16年度より開始します。
　アドバイザー派遣をご希望の自主防災組織の方
はお問い合わせください。

　木造住宅耐震診断調査木造住宅耐震診断調査

　住宅防災・まちづくりの住宅防災・まちづくりの
　　自主防災組織育成アドバイザー自主防災組織育成アドバイザー
　　　　　　　　　　　　派遣事業派遣事業

　木造住宅地震対策相談窓口の木造住宅地震対策相談窓口の
　　　　　　　　　　ご利用をご利用を
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